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なぜグローバル語なのか
鈴木雅光
The　use　ofa　single　language　by　a　community　is　no　guarantee　of　social
harmony　or　mutual　understanding、　as　has　been　repeatedly　seen　in　world
history．－David　Crysta1
1　はじめに
　我々は、英語が世界共通語である、あるいはグローバル語である、という
認識を持っている。しかしその認識は、世界共通語とは、グローバル語とは
何かなどという問を発する前に、漠然とした意識でもって認識しているにす
ぎない。グローバル語とは何かと考える以前に、英語は世界共通の言語であ
ると言われ、その結果、ただ英語が操れればいいな、という漠然とした意識
でもって学ばれているのである。
　なぜ英語がかくも多くの国で多くの人に学ばれるようになったのか。なぜ
フランス語やドイツ語やスペイン語ではないのか。またなぜアルジェリアの
ような国では旧主国のフランス語を捨てて英語に走るのか。実に不思議な現
象である。英語とはどういう言語で、どういう変遷を経てグローバル語にな
ったのか、じっくり考えてみる必要がある。
2　グローバル語とは
　その際理解の助けとなる著作がある。David　CrystalのEngiish　as　a　Globai
Language（1997）は150頁ほどの本であるが、英語がグローバル語の地位を
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占めるようになった過程を、歴史的及び文化的に詳細に検討し、また英語の
将来を展望した好著である。本書の内容（紙数の関係で主に第1章）を紹介
しながら、グローバル語について考えてみたい，
　著者はこの本の目的を序文の冒頭で次のように述べている、
　1950年には真の世界語としての英語の概念はぼんやりとして、影のようで、理論的
な可能性にすぎなかったが、50年後、世界英語は政治的及び文化的な現実として存在
している。そのような劇的変化はどのようにして起こることができたのか。そしてな
ぜ英語がそのような地位を達成したのか、なぜ他の言語ではなかったのか。
　この疑問に対する答を探そうとするのが、この本の目的であると著者は述
べている。全部で5章からなるが、本書の目的は3つある（xii）。何が世界語
を作るのか。なぜ英語がその主要な候補者なのか。そして英語はこの地位を
維持するのだろうか。
　第1章の枠組みは、グローバル語とは何か、何がグローバル語を作るのか、
なぜ我々はグローバル語を必要とするのか、何がグローバル語を止めさせら
れるかである。
　本書によれば、世界の人口のほぼ4分の1が、既に英語を流暢に使えるか
能力があるということである。その数は1990年代後期に12億人から15億人
に達したω。
　英語は世界中どこに行っても溢れていることや学習者の数が多いことから、
グローバル語（global　language）や国際語（intemational　language）または世
界語（world　language）と呼ばれ、“English　is　the　global　language．”とよく言
われる。今日誰もがこのことを明白な事実と考えているようで、英語がグロ
ーバル語であるということが何を意味しているのか誰も考えようとはしない。
それは我々には当たり前のことはよく考えないことがあるように、英語が世
界語だと言われても、当たり前すぎて何を今さらということになるのだろう。
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　ではグローバル語になる資格には何が必要なのか。母語として話す人の数
か。英語が第1言語としての話者が多い国は、アメリカ、イギリス、アイル
ランド、オーストラリア、ニュージーランド、南アフリカなどで、その人口
は3億2．000万人から3億8．OOO万人である。これだけでは、世界人口に占め
る割合はそれほど多くない。人口数だけではグローバル語にはならないので
あるu
　本書はある言語がグローバル語になるには、「特別な役割」（a　special　role）
を発展させることが必要であると述べるt21cその特別な役割とは、英語が母
国語以外の国で公用語（official　language）として採用されることである。こ
のようにして英語は第2言語（second　language）になる。第2言語とは母国
語つまり第1言語（first　language）を補うものであるc’h。
　「特別な役割」の意昧するものは、政治、法廷、メディア、あるいは教育
などの分野で、コミュニケーションの手段として英語が使われるようになる
ことである。本書によれば、英語にこのような特別な役割を与えている国は、
ガーナ、ナイジェリア、インド、シンガポール、バヌアツなど70ヶ国以上の
国があるそうだ。特別な役割を与えられている言語は他にもあるが、英語の
数にははるかに及ばないのが実状である。
　英語はまた外国語教育においても特別な扱い方をされている。たとえ公的
な地位がなくとも、外国語教育において優先権が与えられており、既に100
ヶ国以上の国で教えられている強力な言語となっている。
　第1言語としての話者、公的な言語としての話者、及び外国語としての話
者の総数は、世界の広汎な地域に散らばっており、既に12億人から15億人
に達している。この数は世界の人口のほぼ4分の1を占める。ここに英語が
グローバル語と言われる理由があるのである。
3　グローバル語を作るもの
英語は他の言語に比べて美しいとか文法構造が簡単だから広まった、とい
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う意見がある。特に英語は文法が簡単だと言われることがある。George
Orwellが‘English　grammar　is　simple．’と述べた話はよく引用される，　Quirk
et　al．（1985：3－4）に次の例文が載っているが、このことを示している。
Latin　has　a　good　deal　of　grammar，　but　English　has　hardly　any．
（ラテン語にはたくさんの文法があるが、英語にはほとんどない）
French　has　a　well－defined　grammar，　but　in　English　we’re　free　to　speak　as　we　like．
（フランス語は明確な文法を持っているが、英語は我々が好むように自由に
話せる）
　しかしある言語が国際的に成功をおさめるようになるのは、言語の審美的
資質や言語に表現の明確さがあるからだという意見や、英語がフランス語に
比べて屈折形を持っていないからだという意見は誤解である、と本書は述べ
る。かつて国際語であったラテン語にもフランス語にも屈折形があるのだか
ら。かつての国際語であるラテン語やフランス語を見れば、世界語になるに
は学びやすさが必要であるということは関係ないのである。
　Quirk　et　a～．（1985：3）にも　‘The　choice　of　an　international　language，　or　lin－
gua　franca，　is　never　based　on　linguistic　or　aesthetic　criteria．’（国際語あるいは共
通語の選択は、決して言語的あるいは美的規準に基づくものではない）と同
様の記述がある。
　グローバル語を作るには話す人の数に関係があるように思われるが、話す
人の数には関係ない。中国語の話者が12億いると言われ、母語話者の数では
最大であるが、中国語はグローバル語ではない。グローバル語を作るには話
す人が地理的にどれだけ散らばっているかが重要である。この点から言うと、
中国語は地理的な広がりはないからグローバル語ではない。
　グローバル語になるのには「国際的な舞台で成功する政治力、経済力、軍
事力などの強力な基盤」が必要であると本書は指摘するt4）。この「強力な基
盤」が衰退すると、その言語も衰退してしまうことになる。
　ギリシア語はアレクサンダー大王の軍隊のおかげで中東で国際語になり、
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ラテン語はローマ帝国の軍事力を通じて国際語になり、ローマ帝国が衰退す
るとローマ教会の力のおかげでその地位を維持した。
　アラビア語が中東と北アフリカで広く話されているのは、ムーア人の軍事
力によって運ばれたイスラム教によって、スペイン語、ポルトガル語、フラ
ンス語も植民地政策による軍隊や海軍のおかげで、アフリカや南米に広まっ
た。英語もイギリスやアメリカの植民地政策を見れば例外ではなかった。こ
のようにいずれの言語にもその国家に「強力な基盤」として軍事力が存在し
ていた。
　しかし軍事力だけではグローバル語の地位は維持できない。言語を維持し
拡張するには経済的に強力な国家が必要なのである（’）。19世紀にはイギリス
は世界第一の工業国と貿易国になり、イギリスの政治的帝国主義は英語を世
界中に送った。20世紀にはアメリカが経済的に強力な国家となり、イギリス
に取って代わった。アメリカのドルの背景にある言語ももちろん英語であっ
た。
　このように強力な基盤としての軍事力と経済力がグローバル語を作るので
ある。
4　グローバル語は必要か
　我々はなぜグローバル語を必要とするのか。母語が異なる人同士が話せば、
通訳や翻訳が必要である。しかし通訳や翻訳には限界がある。違う言語を使
う人が多くなればなるほど限界がある。また国際会議での翻訳費用は膨大で
ある。国連には英語、フランス語、スペイン語、ロシア語、中国語の5つの
公用語があるが、膨大な翻訳やそれに携わる人の数で、国連の予算の半分は
翻訳の費用に消えてしまうという。国際的な会議で参加者全員が1つの言語
を使えば、時間も費用も節約できる。ここにグローバル語が必要とされる理
由がある。
　国際的な接触の増大がグローバル語が発展する環境を提供した。人間が物
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理的にも電子工学的にも動き回れるようになったことが、グローバル語の必
要性を増したというのであるt6）。既に、グローバル語の必要性は国際的な学
術会議やビジネス社会では認識されている。
　20世紀の後半に起きた急激な変化もグローバル語への要求を加速させた。
例えば国際的な問題を扱う国連は1945年51の加盟国で始まったが、1998年
には180を越える加盟国となった。現在国連は、多くの地域委員会、職務委
員会、常任委員会のみならず、50以上の別個の機関や専門機関からなってい
るtV。つまり非常に多くの人が相互に話すことが必要になったのだ。
　また非常に多くの人が非常に多くの場所に移動するという変化も、グロー
バル語への要求が強くなった理由である。そして政治的経済的に強力な国の
言語が、あるいは宗教的影響力のある言語が、グローバル語として採用され
るようになるのである。
5　グローバル語の危険
　グローバル語の存在が大きな利益を生むのは疑いがない。しかしそこには
リスクもあり得るのだ。
　リスクの1つ目は、グローバル語を話すエリート階級には利益となり、話
さないグループとの間に貧富の差を生み出すことである。また英語が母国語
でない研究者は英語の論文を理解したり、英語の論文を書くのに時間がかか
ったりと明らかに不利である。英語以外の言語で論文を書くと、国際社会で
は彼らの研究は無視される。このようにビジネスの世界にも学究の世界にも、
格差を生じさせているのがグローバル語の存在である。
　2つ目のリスクは、本書が‘linguistic　complacency’　‘s｝と形容するように、
英語がどこでも通じると考える英米人の独り善がりな態度である。英米人は
旅先で英語が話せない土地の人を、彼らの欠点であると考えるという。他の
言語や文化に敬意を払わない英米人の独善性は問題である。植民地時代、植
民地の人々を見下したことから　‘colonial’という語には「尊大な」という意
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味があるが、グローバル語は形を変えた植民地政策と同じである，
　3つ目のリスクは、グローバル語を話す人は他の言語を学ばなくなるから、
少数言語が消滅してしまう危険性がある。いったん言語が失われてしまうと、
取り戻すことができなくなってしまう。ある言語を失うということは、文化
遺産の消失であり、人類の文化にとって大変な損失となる。ある試算による
と、世界に現存する6．000ほどの言語の80％は、21世紀には消滅してしまうか
もしれないということである。
　しかし本書は上述のような見方とは違う。少数言語の消滅を引き起こして
いるのは、グローバル語の出現とは無関係であると述べる。言語消滅は歴史
的には少数民族の集団が、彼らよりもいっそう支配的な社会に同化するよう
になって引き起こされた結果であると指摘する。
　最近では、グローバル語としての英語の出現は、逆の効果をもたらしてい
る。少数言語の権利を守る運動が活発になり、言語の減退は減速してきてお
り、ウエールズ語の場合のように停止している場合もあるというC9）c
　英語が世界中で通じるゆえに、英語以外の言語を学ばないことから来る損
失が、イギリスのビジネス社会に存在する。ある調査によると、イギリスの
輸出業者の3分の1が、言葉の技術に乏しいため、機会を失っているという
゜°）Bこれは言語的おごりから来る損失と言ってもよいだろう。
6　グローバル語を止めさせることができるか
　グローバル言語となっている英語の地位を脅かす他の言語は今のところ現
れそうもない。それは「英語が今やかくも広く確立しているので、どのたっ
た1つの国によっても『所有されている』としてはもはや考えられないだろ
う」（］「）からと本書は述べる。英語が帝国主義の言語から離れ、世界中に広ま
ってしまった実利のある言語となってしまったと言いたいのだろう。
　英語の次にグローバル語として現れるのは、本書の予測によると、いささ
かSF的であるが、自動翻訳（automatic　translation）だという。リアルタイム
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な正確さとスピードで自動翻訳は、1世代か2世代もすると現れるかもしれな
い。しかし自動翻訳がコミュニケーションの手段として成長する頃には、英
語は難攻不落なものになっている可能性が高い、とも付け加えている。
　果たしてそうだろうか。ラテン語やフランス語が別の言語にグローバル語
の地位を奪われたことを考えると、英語もいずれその地位を取って代わられ
る可能性がないわけではない。歴史は繰り返すという教訓が真理ならば。そ
してその真理はほとんど疑いようがない。きっかけは世界の覇者であるアメ
リカの凋落である。旧ソ連の崩壊を契機に、旧ソ連の周辺国の関心が急速に
西側に向いていったことを考えると、英語の将来は必ずしも明るいものばか
りではないだろう。
7　おわりに
　結局グローバル語が必要な理由というのは利便性に帰する。現代社会は国
家間の結び付きが、より複雑になったため、必然的に問題が噴出する。それ
が一国や一地域の問題では解決が難しくなる。そのため各種の委員会や国際
会議が開催されることになる。会議では言語が多すぎると翻訳が煩雑になる。
この煩雑さを回避するため、つまり利便性のためにグローバル語が選択され
るのである。また多くの言語を用いると、国連の予算の半分は翻訳に費やさ
れているということが示すように、翻訳費用が膨大なものとなるので、費用
の削減もグローバル語の使用を促すのである。
　各種の世界会議で英語が選ばれるようになったのには歴史的背景がある。
19世紀におけるイギリス帝国主義の拡大により、英語が世界各地に送られた。
20世紀におけるアメリカの巨大な軍事的、政治的、経済的存在は、英語をよ
り強固なグローバル語として発展させた。
　19世紀から20世紀にかけて技術革新、例えば、新聞、報道、映画、レコー
ドなどの分野は一手にアメリカに握られ、そこで使われる言語は英語が圧倒
的となり、世界各地に英語が拡大した。
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　英米が主導する会議は英語が中心になる。会議の結果や議事録は英語で公
表される。このように英語のみが独り勝ちした感のある現状をどう考えるの
だろうか。このような現状に反対する国がある。フランスはその筆頭であるc
英語でフランス語に置き換えられる語があればフランス語を使う。違反した
ら罰則を設けているのがフランスである。フランスには、歴史的なアング
ロ・サクソン嫌いと、フランス語がグローバル語の地位を奪われた経緯があ
るので、英語支配に極端に反感を抱くのであろう。
　アメリカのCNNやイギリスのBBCなどの英語メディアによって、国際世
論づくりの主導権を握られたことの対抗策として、フランスは世界に発信す
るニュースチャンネルの開局の計画を政府が補助金を出して進めるという
（朝日新聞2003年10月2日）。英語への対抗策としては興味のあるところであ
る。
　世界経済がアメリカの巨大企業によって一極支配されていることから来る
弊害が今日問題となっている。各国の経済活動はアメリカによって振り回さ
れるので、いつもアメリカを向いていなければならず、アメリカのさじ加減
で好況になったり不況になったりする。アメリカの思惑で他の国の経済が左
右されるという現状は正常ではない。
　同じようなことが英語にも言える。アメリカによる1言語支配はアメリカ
文化の氾濫をもたらす一方で、自国の文化に敬意を払わない国は、自国文化
の衰退をもたらす。手短な例をあげれば、我が国の若者のほぼ全員が黒髪を
染めて西洋人風の髪の色にするという現象こそ、アメリカの文化的奴隷に成
り下がったも同然であろう。金髪が黒に染めたという逆の話は聞かない。
　文化的奴隷はアメリカ的なるものが全てよいと考える。アメリカ人の価値
観を賞賛する。彼らの話す英語を使うことに憧れる。アメリカ人やイギリス
人はあまり他の言語を学ぼうとしないらしいが、日本人は英語以外の言語を
学ぼうとしない。ほとんどの日本人は無条件に英語である。
　グローバル語とはある国による言語の一極支配に外ならない。言語による
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植民地政策である。現在、その役目を演じているのがアメリカである。そし
て英語は歴史上例を見ないほど拡散し、使われ続けている。
　共通語を希求した人類は、共通語があれば世界の平和があると信じた。だ
からこそ共通語なのである。しかし共通語である英語は、人類がかつて夢見
たようにはなっていない。英語は、かつてのグローバル語と同様、社会的調
和や相互理解達成の手段とはなっていないのであるcそれはかつての共通語
もそうであったのだが。
　人種の数だけ言語がある。それをある程度束ねる言語をグローバル語と言
うが、英語がかくも肥大しているのは正常ではない。相互理解には共通語は
便利だと思うが、それが全て英語である必要はない。グローバル語は分散し
ておいていた方がよい。1言語に集中するのではなく、適度に分散して存在
する姿こそ正常な姿である。言語が違うからこそ、相互を理解しようとし、
相手の文化に敬意を払うのである。
　しかし有無を言わさずグローバル語の存在となってしまった英語が、すぐ
に凋落するとも思えない。最もその可能性のあるのはアメリカが経済的に他
国に取って代わられたときであろう。ビジネス社会はビジネスでつながって
いる。言語でつながっているのではない。アメリカの経済力が弱まり、別言
語を持つ他の国が台頭したら、人々は英語に代わる他の言語に走るだろう。
　それまで英語はラテン語のように何世紀も続くかもしれないし、アメリカ
に代わって世界を支配する国の言語にあっという間に取って代わられるかも
しれない。歴史が示しているのは、2つに1つだということである。
（注）
（1）David　Crystal，　English　as　a　Gtobat　Lan8μage．　pp．4－5
（2）　ibid．　P．2
（3）　iわid．　P．3
なぜグローバル語なのか ll1
（4）　ibid．　P．5
（5）　ibi〔ゴ．　pp．7－8
（6）　∫わ～d．P．11
（7）　ihi∂P，79
（8）　iわid．　p，15
（9）　ibia「．　P．18
（10）　∫bid，　pp．16－17
（Il）　ihid．　P．21
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